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［野菜部門］（各項目名は全角で［ ］で囲む、ＭＳＰゴシック 10.5 ポイント）   農業研究所ホームページへ 

５．電動散布カップによるトマト放射状裂果軽減のためのフルメット液剤の効率的散布法 
（１行あける 10.5 ポイント幅） 

［要約］（３行以内、情報の内容を簡潔かつ平易に記載。MS 明朝 10.5 ポイント） 

□□トマトの直立仕立て栽培において、放射状裂果軽減のために、フルメット液剤を電動散

布カップを用いて果房内の果実に対してまとめて２～３ml 散布することにより、果房当た

り５ml をハンドスプレーで果実ごとに散布する従来法と同等の軽減効果が得られる。 

［担当］□岡山県農林水産総合センター農業研究所□野菜・花研究室 

［連絡先］電話 086-955-0277 

［分類］□情報 

--------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

□トマトの放射状裂果軽減を使用目的として、フルメット液剤が農薬として適用拡大されて

おり、幼果とがくの隙間に薬液が保持されるように散布することで、放射状裂果の軽減効果

が安定することが明らかになっている。一方で、散布する薬液の量を少なくすることによる

コスト節減が望まれている。 

そこで、直立仕立て栽培のトマトに対して、ブドウのジベレリン散布用の電動散布カップ

（商品名：「らくらくカップ２」）を用いることにより、散布量を節減しながら、放射状裂

果の軽減効果が得られるかを検討する。 

（１行あける） 

［成果の内容・特徴］ 

１．「らくらくカップ２」の「大」カップの複数ある薬液噴出口のうち、果実の下側から噴

出する口を覆うようにシリコンホースを切って接着剤で接着し、フルメット液剤の散布を

行う（図１）。 

２．上記の散布方法で、１果房当たり作業時間約６秒、ハンドスプレーを使用した従来法よ

り少量の２～３ml の薬液で、がくと果実の隙間に薬液を保持させることができる（表１）。

この結果、約 3.5 果着果した果房の処理に係る薬剤費は、従来法の約 2.6 万円/10a に対し、

約 1.6 万円/10a に削減できる。 

３．この散布方法によって、従来法で果房当たり５ml を散布した条件とほぼ同等の軽減効果

が得られる（表２）。 

（１行あける） 

［成果の活用面・留意点］ 

１．散布時の果実がフルメット液剤の処理適期の目安である果房内における第１果の直径３

～４cm よりも大きくなると、果房をカップに収めにくくなり作業能率が低下するため、散

布が遅れないようにする。 

２．斜め誘引栽培では、果房が上向きに付いていることが多く、無理に処理しようとすると

カップが下を向いて薬液がこぼれてしまうので、本器具の使用は難しい。 

３．極端な高温条件で散布すると、果頂部の過剰な薬液が残存した部位で、収穫時に着色遅

れや白斑症状の薬害が発生することがあるので、高温時の処理は避ける。 
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［具体的データ］ 

 
図１ 「らくらくカップ２」を使ったフルメット液剤の散布の方法 

 

 

［その他］ 

研究課題名：良果率向上によるトマト高品質・多収栽培管理技術の開発および実証 

     （大課題名：収量や成分を自在にコントロールできる太陽光型植物工場） 

予算区分：受託（戦略的イノベーション創造プログラム「次世代農林水産業創造技術」） 

研究期間：2014～2018 年度 

研究担当者：佐野大樹、飛川光治 

関連情報等：１）平成 27 年度試験研究主要成果、75-76 

２）平成 29 年度試験研究主要成果、33-34 

１．カップの縁のうち下半
分にシリコンホースを
はめ、接着剤で固定し、
液を出す穴をふさぐ

２．手元の間欠散布ボタン
を押すと液が出る

３．あまりカップを横に傾
けると薬液がこぼれる
ので、横向きの果房は
手を使って軽く下を向
ける

４．間欠散布ボタンを押し
ながらカップを動かし
て果房を一度収め（概
ね１～２秒）、離す

５．がくと果実の隙間に薬
液が保持されるように
注意しながら、散布す
る

処理果数
（果/果房）

散布量
（ml/果房）

薬剤費
（円/10a）

作業時間
（秒/果房）

第１果房 2.9 2.6 14,416 5.7

第２果房 3.4 2.9 15,980 5.8

第３果房 2.2 1.9 10,589 5.8

第１果房 3.5 4.8 26,248 6.1
z １区当たり20または26株に処理し、各果房３～４反復の平均
y １区当たり20株に処理し、２反復の平均
x フルメット液剤の価格を1,380円/10mlとし、50倍希釈液（20ppm）を2,000株/10aに対して散布した場合
の試算。「らくらくカップ２」、シリコンホース及び接着剤の費用に約2.5万円の初期投資が必要である

表１　「らくらくカップ２」使用時のフルメット液剤の散布量、薬剤費及び作業時間

ハンドスプレー使用y（従来法）

「らくらくカップ２」使用z

8.6 190 1.63 1.54 20 3

8.2 189 1.55 1.49 21 2

8.8 183 1.60 1.41 44 10

表２　フルメット液剤20ppm液の処理方法が果実の収量性及び放射状裂果の発生に及ぼす影響

処理方法
収穫果実数

（果/株）

平均果重

（g）

総果実収量

（kg/株）

可販果実

収量

（kg/株）

等級落ち

放射状裂果

発生率
（％）

くず放射状

裂果発生率

（％）

「らくらくカップ２」使用

無処理

ハンドスプレー使用（従来法）

注）５段摘心栽培の１～３段果房において処理を行った

http://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/502548_3749762_misc.pdf
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/734031_6696444_misc.pdf

